
「鷺山中洙まち育て広場」のお知らせと報告です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全４回プログラム 
まちの未来を考えるための学びと話し合いの場 

【場所：鷺山自治公民館】 

第 1回 こんなまちに住みたいナ 
※幻燈会（先進事例のスライド）

と話し合い 
9 月 27 日(日) 

9:30～12:00 

第 2 回 

まちのタンケン 

･ハッケン・ホットケン 
10 月 25 日(日) 

9:30～12:00 

第 3 回 
地域課題を 

テーマ毎にほりさげよう 
※お年よりの暮らしも道のこと

も色々・・・ 

12月 13日(日) 

9:30～12:00 

第 4回 
こんなまちにしたい！ 

まちのヴィジョンを描こう 
※まちの目標・理念を作成して、

共有します 

2 月 7 日(日) 

9:30～12:00 

 

 

●まち歩きをして地区の魅力や課題を 

整理しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

この通信では、2015年10月 25日に開催した第

2回「鷺山中洙まち育て広場」の様子をお伝えしま

す。テーマは「まちのタンケン・ハッケン・ホット

ケン」です。まちをタンケンして、ハッケンしたま

ちの魅力や課題を、“これはホットケン”と言って

今後のまちづくり提案に活かすのが目的です。冒頭、

（仮称）鷺山中洙土地区画整理世話人会代表の森瀬

氏から、「まち歩きでは普段気づかない発見もある

と思います。今後に活かしましょう。」とのよびか

けがありました。また、岐阜市都市建設部区画整理

課の山川課長からは、「ハードな整備だけでなく、

まずはどんなまちを目指すのか、まち全体の将来を

考えていきましょう。」と、あいさつがありました。 
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口歩いて楽しい道
・区画整理を行ってもまちの個性は失わないように
・自動車が通れないような裏通りや路地は風情を
   感じる魅力でもある
・道が狭いので通過交通が少なく安全である
・生活の安心安全が確保できる程度に整備して、
   全てを広い道にせずに狭い道も残してもいい
・地区の資源を結ぶ経路が散歩道になるよう計画したい

・空家が多い

・空家が多い

□南北の交通対策
・南北の通りが少ない

・車が集中して危ない

・暗くて恐い
・玉川町バス停からの歩く人多い
・狭くて車のすれ違いができない
・歩行者と自転車のすれ違いが怖い

・車が曲がれず、民地にはみ出す

□充分な治水機能の確保

・砂埃が舞う

・公園への
アクセスが悪い

・車のスピードが速い
・歩行者は横断注意

・公園に駐車車両がある

・水が溜まりやすい
・周辺の畑も水対策に悩んでいる

・どこを歩いているか分からなくなる
・緊急車両の進入が困難

と思ったこと

それを
のりこえる

提案困った

まち歩きで見つけた地域の「宝」「困った」「提案」

をグループ毎に地図に書きこみました。「提案」は

「困った」を解決する視点のものと、「宝」を活か

す視点と出てきました。グループ毎に発表をして

共有しました。ここでは 4 グループの意見を整理

してご紹介します。

①まち歩き手帳をもって、
　出発！

②「宝」「困った」「提案」など、
地域をよくみてあるきます

③発見は地図や手帳に
　書きとめます

④テーブルにもどったら、付箋紙をつかってお互いの
　発見を発表しあい、地図にかきとめていきます

⑤全体発表！大事なことを
　わかりやすく伝えよう

す
す
め
方

・暗渠が詰まりやすい

・このあたりは地元の人でも
   迷ってしまう

□空家対策
・火災や犯罪への不安
・管理の必要性
・高齢者の集まれる場所にする
・空家を活用して高齢者が活躍する
　配食サービスの店舗など。

□高齢化への不安
・高齢者だけの世帯が多い

□その他
・鷺山本通り商店街の衰退
　

森田草平庵

鷺山公園

金華山への眺望

鷺
山
へ
の
眺
望

□自然と歴史の森林公園のポテンシャルを活かす
・斎藤道三の隠居城跡という歴史資源をもっと活かす
・2千本の桜
・鷺山北野神社の美しさ
・地区から森林公園へアクセスできるよう
   区画整理の対象地区を広げれないか

□畑と住宅が混在した "のどかさ "
・真中に畑や果樹園・住宅と混在した風景
・生垣、庭先の柿木やイチヂク、ミカンの木
　などがある風景がよい。
・開発が進んで風景の良さがなくなる心配がある
・電柱を少なく景観をよくする
 口おいしい風景
・井戸の水は美味しい
・農家の軒先販売所の野菜は美味しい
 口『古いまちの風情』も活かしたい
・板塀や生垣や石垣などが昔の風情を残している
・木製の電信柱も一部に残っている
・色々な石積みのタイプがあり楽しい

□鷺山子ども館の周辺の公共用地の活用
・公園がない
・避難場所にもなるように公園用地として確保
・鷺山子ども館の周辺の公共用地を活用する

□多世代が集まる場所
・鷺山子ども館は小学生しか入れない
・小学生も未就学児も保護者も入れるような
   施設にしたい
・高齢者や子ども達、多世代が集まる場所が
   ほしい
・畑に囲まれた子どもの居場所は貴重
・畑を通して子どもと高齢者が交流できる
・年寄りや大人が遊べるスペースがあるといい

□緑濃い森田草平庵と
　力行館
・力行館は高校生が自炊しながら下宿していた
・草平庵を子どもも遊べる場に

・素敵な土蔵群と
   立派な家々
・4～ 5の蔵がある
・元々集落のメイン
   ストリー卜
・地元の人以外は
   あまり通らない

□川・堤防・水路は「記憶遺産」
・水路の暗渠化は治水面・道路拡幅の面で
   良かった
・水路のある風景が懐かしい
   （ザリガニとりの思い出等）
・水路の雰囲気を感じられる整備が
   できると良い

□景観

人情があるのが
鷺山中洙の良さ！

他所の人が見て
住みたくなるまちに

したい！

●道、　●景観、　●水、　●拠点、　●その他

鷺山中洙がこんなまちになったらいいナ！

まち歩きの成果を
地図にしました！

鷺山保育所跡地

鷺山子ども館

魅力をのばす

提案宝

　コスモスの咲く、
さわやかな秋晴れの日

□ 鷺山『蔵通り』
　の趣き残したい

□道路の整備
・狭い道が子どもやお年寄りにとって危険
・家の前の車の出入り困難
・度重なる工事でデコボコ道
・緊急車両・福祉車両が入れない
・単純に広いだけでは車がスピードを
   出すので危ない
・車椅子・ベビーカーが使いやすい歩道整備
・歩行者のためのレーン設置

□街灯やカーブミラーの整備
・街灯が少なく暗くて治安が悪い

□土地区画整理事業の現在の検討地区の範囲だけでない一体的視点を
・北側も整備が行き届いてない面があるので一体的に捉えて考えたい
・西側の鷺山公園へのアクセスが悪いため、検討範囲を広げた方が良いのでは

口鷺山や金華山が拝める風景

水路での
思い出



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、延藤氏がこれからに向けて、今回出てきた意見をその場でまとめ、ふりかえりました。 

あん 安全な歩きたくなる道づくり 

～緊急車両の通行も、日常（ベビーカー等）にも使い勝手よいものに～ 

しん シンスイ（浸水、親水）の手立てを講じる 

と   特に美しさと個性を育もう 

～果樹園、森田草平庵、森林公園、蔵通り等、景観・眺望軸を大事にしよう～ 

す   捨てられた空家を高齢者や多世代の居場所にしよう 

て  適当な公共用地は多世代が交流できる種地として活かそう 

き   記憶遺産（道三の資源、参道は川の堤防だったこと等）を活かそう 

さ   さらに検討すべき課題を深めよう 

～鷺山全体、周辺地区とのつながり、農と暮らしのつながり等～ 

→（頭文字を結ぶと・・・）“安心と素敵さ”となりました。次回は、今回整理された課題や

テーマを深める議論をします。みなさんでつくるまちのビジョンに近づいて行きましょう！ 

【アンケートより】 

１）「まち育て広場」について 

 自分が知らない事の発見、また課題等がみえた 

 街歩きの楽しさの中、鷺山の話を聞けた事がうれ

しかった 

 生産的な提案が次々とでた 

 地元の人の出席が少ない 

 なかなか焦点が定まらず、提案することがなかな

か見つからなかった 

２）「まち歩き」で印象的だったこと 

 歴史、自然、文化と改めて味わうことができた 

 昔の古々川の堤防の件や、昔の風景が発見できた 

 知らなかった場所があり、それが見れて良かった

（森田草平生誕の地等） 

 道路のせまさと危険性を再認識しました 

 空家が多いと感じた。 

 皆、このまちが好きだということ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）話し合いで印象的だったこと 

 多世代が暮らしやすい町づくりの必要性 

 参加したメンバーの個々の思いと提案が、共通の視

点にたった提言にまとまった（前回とは全く異なっ

た） 

 区画整理も大事だがこの町の昔からの景観も残し

ていかないと、とも思った 

 提案は楽しい。これからそれが実現していく可能性

があると思うと本当に楽しみになります 

 いろいろ提案があったが、道路整備につきると思う 

 将来を考えた判断が必要と感じた 

 街づくりの参考になった 

 いろいろなレベルの人が集える公園の整備が必要

と思います 

４）会の運営全般について 

 もっと多数の方の参加を希望したい 

 

まち歩きと話し合いからみえてきた 

まちづくりの 

目標と課題 

『「鷺山中洙まち育て広場」通信 No.02』  発行日：2015年 11月 7日   

発 行：(仮称)鷺山中洙土地区画整理世話人会 作 成：NPO法人 まちの縁側育くみ隊  

問合せ：岐阜市都市建設部区画整理課（TEL:058(214)4689（直通）） 

次回！ 

 
第 3 回 

「地域課題をテーマ毎にほりさげよう」 
※お年よりの暮らしも道のことも色々・・・ 

12 月13 日(日) 

 9:30～12:00 
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